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平成28年 7月            
弘  前  市            
株式会社ひろさきアップルパワー 

弘前市雪国対応型メガソーラー発電所の 
1年間の成果について 
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計画発電量は冬期間１月～３月の３ヶ月間積雪を考慮して発電量を零試算（0kWh）としました。                    
※東北電力幹線工事による停電時及び売電開始日以前の７月１日～６日（６日間）の実績発電量は計上していません。 

●冬期３ヶ月間を零試算した場合の計画発電量と、実績発電量を比較すると、  
発電実績が計画を上回り、全体で計画対比約１１６％となりました。 

実証結果【年間発電量の計画と実績】 
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実証結果【積雪と温度の影響】 

今回の実証事業での最大の関心事は、積雪による太陽光発電の影響についての実証です。                     
売電力率100%換算発電量と実績日射発電電力予想量の差が降雪による影響と考え、その差は48,000kWhで、年間発電量の
約2.4％程度と低くなっています。（別表1参照）                                                      
平成27年度の１月・２月の日射量及び積雪量は平年より少なかったのですが、積雪の多い年でも2.5～3.5％程度の影響では
ないかと予想され、結果的に積雪による影響は少ないと判断できます。それにより、弘前市や岩木山麓の豪雪地域でも太陽光
発電は十分可能であると言えます。 

積雪の影響による差は    
年間発電量の約２.４％程度 
積雪による影響は少ない 

発電効率は外気温度による影響も 
受けています。  

平均温度 効 率 

18℃以上 低効率 

15～18℃ 標準効率 

15℃以下 高効率 

※上記グラフと表の詳細なデータについては、別紙１参照。 
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別 表 １ 

Ａ表． 今年度の実績日射量                                                  
Ｂ表． 実績発電量でパワーコンデショナーの送電力率８５％設定での実績                      
Ｃ表． Ｂ表に停電日数の１１日間及び売電開始前の６日間を各月平均発電電力量を加算した発電量     
Ｄ表． Ｃ表（力率８５％）に対して売電力率１００％に換算した換算発電量                       
Ｅ表． Ａ表の実績日射量から算出した実績日射発電電力予想量                             
Ｆ表． 各月の平均外気温度で、温度による発電量の影響を考察                             
Ｇ表． Ｄ表とＥ表を比較して、冬期間の積雪による発電量の低下と影響を考察  
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冬期間、パネル上に積雪した状態でも太陽光が２～３時間照ることにより、雪は滑り落ち発電を開始しました。                  
冬期間は日射量の低下及び積雪等で発電量は落ちますが、ある程度の発電量は望めるという実績を得ることができました。     

積雪が多く、地表面からパネル上まで達した場合には、パネル上の雪が滑り落ちなくなり、パネル及び架台の破損や  
発電量の低下を招くので、パネル上まで積雪する前に除雪を行う必要があります。                          
今年度は２月中旬に積雪が1.8mに達したため、除雪を１回のみ行いました。  

実証結果【冬期の運転状況（1）】 

＜7：00＞ ＜9：30＞ ＜14：30＞ 
※平成28年2月11日 パネル監視画像より、徐々にパネルの積雪が滑り落ちていることが確認出来ます。 
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前ページと同日の発電電力を表すグラフです。                                                
今年の積雪は最大約1.8ｍでしたが、パネル上の積雪は最大約0.3m程度でした。                           
これらのことから雪国で降雪時にパネル上に積雪した場合でも、太陽光が約2時間～3時間照ることでパネル上から雪が滑り
落ち、発電できることが確認されたと共に、計画以上の発電量が確保することができました。 

実証結果【冬期の運転状況（2）】 

日照時間 

※平成28年2月11日 発電電力グラフより日射開始から約2時間後から発電開始していることがわかります。 

日射時間 

PCS2発電 

PCS1発電 

発電時間 
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実証結果【季節別晴天時の実績（春・
夏）】 

[春] 4月 1日 温度・日射量・発電量 [夏] 7月 10日 温度・日射量・発電量 

最高 最低 平均 積算 

外気温度（℃） 9.6 0.1 4.8 

日射量（W/
㎡） 

832 1 247 

発電量（kWh） 1,358 43 451 10,700 

発電時間（h） 11 

最高 最低 平均 積算 

外気温度（℃） 22 11 17 

日射量（W/
㎡） 

940 1 333 

発電量（kWh） 1,358 43 463 10,800 

発電時間（h） 12 

※最大発電時の最低日射量は約550W/㎡ ※最大発電時の最低日射量は約770W/㎡ 

●春季の特徴 

夏季に対して太陽光の入射角が低く、外気温度が低いこ
とで太陽光パネルの効率が向上したと考えられます。 

●夏季の特徴 

太陽光の入射角が高い事・外気温度が高い事が影響して
最大発電量発生時の日射量が高いと考えられます。 
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実証結果【季節別晴天時の実績（秋・
冬）】 

[秋] 10月 6日 温度・日射量・発電量 [冬] 12月 9日 温度・日射量・発電量 

最高 最低 平均 積算 

外気温度（℃） 18 7 12 

日射量（W/
㎡） 

638 1 179 

発電量（kWh） 1,356 39 389 9,400 

発電時間（h） 11 

最高 最低 平均 積算 

外気温度（℃） 9 0 4 

日射量（W/
㎡） 

372 1 81 

発電量（kWh） 1,250 39 256 6,000 

発電時間（h） 8 

※最大発電時の最低日射量は約372W/㎡ 

●冬季の特徴   すべての季節より入射角と外気温度が
低いことで太陽光パネルの発電効率は良いですが、日照
時間が短いので発電量は他季節より少ないです。 

※最大発電時の最低日射量は約500W/㎡ 

●秋季の特徴 

夏季に対して太陽光の入射角が低く、外気温度が低いこ
とで太陽光パネルの効率が向上したと考えられます。 
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実証結果【日射量の比較】 

弘 前 東 京 発電所 

合 計 43.32 44.79 48.56 

平 均 3.61 3.73 4.05 

下記のグラフは、実証事業を開始してから１年間のメガソーラー発電所の実績日射量と、過去29年間（1981～2009年）の弘
前市と東京都の月別平均日射量を比較したものです。                                          
まず、弘前市と東京都を比較すると、冬季の日射量は弘前市の方が少なくなりますが、夏季においてはむしろ弘前市の方
が日射量は多く、年間平均にすると 弘前市の日射量は、東京都より3.3% 少ないだけという結果になりました。        
次にメガソーラー発電所と比較すると、年間平均日射量は東京より8.4％、弘前市より12.1％多い結果となりました。     
この結果から、今後も発電実績は十分に期待できると判断できます。  

（日射量単位：kWh/㎡） 

発電所/東京 108.4% 

発電所/弘前 112.1% 

弘前/東京 96.7% 

年間合計日射量の割合 

出典：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
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実証結果【まとめ】 

昨年の7月から今年の6月まで1年間、弘前市雪国対応型メガソーラー発電所によ
り発電を行った結果、発電実績が計画を上回り、全体で計画対比の約116％とな
りました。 

計画時は、積雪の影響を考慮し、発電は見込めないものとして発電量はゼロでの
計算をしましたが、今年度の積雪による影響は年間発電量の約2.4％程度と、積
雪による影響は少ない事がわかりました。 

また、日射量について弘前市、東京都と比較してみると、実証事業を開始してから
の1年間の平均日射量は、弘前市より12.1％、東京都と比較しても8.4％多いという
結果になりました。 

これらの結果から、日射量が多く発電効率の良い春～夏季は十分な発電量を確
保し、冬季においても発電が可能となるよう積雪対策を考慮したパネル設置や、
監視カメラや監視システムにより、積雪対策に留意する事によって、岩木山麓の
豪雪地帯であっても十分な発電量を確保することができ、太陽光発電の導入が可
能であるということが分かりました。 

 


